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ひッ つか いけな うぐいす 

「引 摑んじ や 不可い、 そっと そっと ご これが 鶯 か、 

かなり や だと、 伝統的に も 世間体に も、 それ 鳥籠 をと、 

うち ところ あいて 

内に はない から 買いに 出る 処 だけれ ど、 対 手が、 のり 

な しろ 

を 舐める 代 もので、 お 安く 扱われつ けて いるの だから、 

めざる えん 

台所の 目笊で その 南の 縁へ 先ず 伏せた。 —— ところで、 

いけど ひとと. *M た 

生捉 つて 籠に 入れる と、 一時と 経たない うちに、 すぐ 

さつまいもつ ッ めじろ 

に 薩摩芋 を 突つ いたり、 柿 を 吸ったり する、 目白 鳥の 

こ たやす 

ように 早く 人馴れ をす るので はない。 雀の 児 は 容易く 

餌に つかぬ と、 祖母に も 聞いて 知ってい たから、 この 

まだ 草に ふらつ いて、 飛べ もしない、 ひよわな もの を、 

飢えさして はならない。 —— きっと 親 雀が 来て 餌 を 飼 



すが ひっき 

ばかり 鳴き 鎚 つて、 引 切れそう に 胸毛 を 震わす。 利か 

ぬ 羽 を 渦に して 抱きつこう とする の は、 おつか さんが、 

はし 

嘴 を 笊の 目に、 その …… ッッと 入れて は、 ツイと 引く 

時で ある。 

見る と、 小さな 餌 を、 虫ら しい 餌 を、 親 は 嘴 に銜 

ちば な あかん ぼ 

えてい るので ある。 笊の 中には、 乳離れ をせ ぬ 嬰児 だ。 

なきた 

火の つくよう に 泣 立てる の は 道理で ある。 ところで 笊 

の 目 を 潜らして、 口から 口へ 哺め るの は < 間の 方 

でも その 計略だった の だから —— いと も 容易い。 

だのに、 餌 を 見せながら 鳴き 叫ばせつつ 身 を 退いて 

とびまわ 

飛 廻る の は、 あまり 利口で ない 人間に も 的確に 解 せら 



れた。 「あかちゃん や、 あかちゃん や、 うまう ま を あげ 

そ こ ひと 

ましょう、 其処 を 出て おいで ご と言うの である。 他の 

手に 封 じられ た、 仔 はどうして、 自分で 笊が 抜けられ 

よう？ 親 はどうして、 自分で 笊 を 開けられよう？ 

おも、, 

その 思 はどうだろう。 

私たち は、 しみじみ、 いとしく 可愛くな つたので あ 

る。 

おり まこ ュ.. こ まねと 

石 も、 折 箱の 蓋 も 撥 飛ばして、 笊 を 開けた。 「御免 

よご 「御免なさい よご と、 雀の 方より、 こっちが 顔 を 

見合わせて、 悄気げ つつ 座敷へ 引 込んだ。 

きま リ せ ど 

少々 極が 悪く つて、 しばらく、 背戸へ 顔 を 出さな 



かった。 

にわげた そろ 

庭下駄 を 揃えて ある ほどの 所帯で はない。 玄関の 下 

ひッ つま ばんがた こずえ 

駄を引 抓んで、 晚方 背戸へ 出て、 柿の 梢の 一 つ 星 を 見 

ながら、 「あの 雀 はどうした ろうご ありた けの 飛石 I 

I と 言っても 五つば かり を漫に 渡る と、 湿け た 

くぼち しのぶ こけ リ ゆう ひげ がけ 

窪地で、 すぐ 上が 葱 や 苔、 竜 の髯の 石垣の 崖になる、 

やまぶき つつじ うわ 

片隅に 山吹が あって、 こん もりした 躑躅が 並んで 植っ 

ていて、 垣 どなりの 灯が、 ちらちらと 透く ほどに 二、 

さきのこ 

三輪 咲 残った …… その 茂った 葉の、 蔭 も 深く はない 低 

まさ 

い 枝に、 雀が 一 羽、 たより なげに 宿って いた。 正に 

さ つ き わず 

前 刻の 仔に 違いない。 …様子が、 土から 僅か 二 尺ば か 



り。 これより 上へ は 立てない ので、 ここまで 連れて来 

た 女親が、 わりのう 預けて 行った ものら しい …… 敢て 

預けて 行った と 言 いたい。 i 戯を 詫びた 私た ちの 心 を 

く やさ ね ぐら 

汲んだ 親 雀の 気の 優し さよ。 …… その 親た ちの 塒は 

何処？ …… この 嬰児ち やん は 寂しそう だ。 

よたか つく ど ず く 

土手の 松へ は 夜鷹が 来る。 築 土の 森で は 木 兎が 鳴く。 

よい づき おそろし 

…… 折から 宵 月の 頃であった。 親 雀 は、 可 恐い ものの 

目に 触れない ように、 なるたけ、 葉の 暗い 中に 隠した 

わらくず わた ぎれ 

に違いない。 もとより 藁 屑 も 綿片も あるので はない が、 

うす づき さ 

薄 月が 映す ともなし に、 ぼつと、 その 仔 雀の 身に 添つ 

かすみ こも まる あかる 

て、 霞の ような 気が 籠って、 包んで 円く 明かった の 



なさけ おぼろげ りんこう あら 

は、 親の 情 の 朧気なら ず、 輪 光を顕 わした 影であろう。 

てまね 

「ちょっと ご 「何 さ ご 手招ぎ をして、 「来て 見なよ。」 

よびだ さしよ 

家内 を 呼出して、 両方から、 そっと、 顔 を 差 寄せる と、 

力す か くち はし 

じっとし たのが、 微に 黄色な 嘴 を 傾けた。 この 

やわらか のぞ ぇリ 

柔な 胸毛の 色 は、 さし 視 いた ものの 襟よりも 白 かつ 

た。 

夜 ふかし は 何、 家業の よう だから、 その 夜 はやが て 

のらねこ き やつ あとあし 

明くるまで、 野良猫に 注意した。 彼奴が 後足で 立てば 

あすか 

届く、 低い 枝に、 預 つたから である。 

まぎ P る くま 

朝寝 はした し、 ものに 紛れた。 午の 庭に、 隈 なき 五 

月の 日の 光 を 浴びて、 黄金の 如く、 銀の 如く、 飛石の 



小 縁に、 行ったり、 来たり、 出入りす るの は、 五、 六 

羽、 八、 九 羽、 どれが、 その 親と 仔の 二 羽 だか は 紛れ 

て 知れない。 

I 二、 三 羽、 五、 六 羽、 十 羽、 十二、 三 羽。 ここ 

で 雀た ちの 数 を 言った ついでに、 それぞれの 道の、 学 

者 方まで もない、 ちょっと わけ 知りの 御 人に 伺いた 

い 事が ある。 

別の 儀で ない。 雀の 一家 族 は、 おなじ 場所で は 余り 

沢山に は 殖えない ものな のであろう か 知ら？ 御存じ 

いなづか いなだ あわき び へ いけ 

の 通り、 稲塚、 稲田、 粟 黍の 実る 時 は、 平家の 大軍を 

走らした 水鳥 ほどの 羽 音を立てて、 啜 行き、 畔行 くも 



つか へい つばき えだした ここ まん ま 

お母さん は 塀の 上 —— (椿の 枝 下で 茲 にお 飯が 置い 

て ある) —— 其処から、 裏 露地 を 切って、 向う の 

かわらやね すが 

瓦屋根へ フッと 飛ぶ。 と あとから 仔 雀が ふわりと 鎚る。 

これで、 羽 を 馴らす らしい。 また 一組 は、 おなじく 餌 

ち よ う ずば ち 

を 含んで、 親 雀が、 狭い 庭 を、 手水 鉢の 高さぐ らいに 

まいあが くッっ とびあが 

舞 上る と、 その 胸の あたりへ 附着く ように 仔 雀が 飛 上 

る。 尾 を 地へ 着けないで、 舞いつつ、 飛びつつ、 庭 中 

かけまわ 

を 翔 廻りな どもす る、 やっぱり 羽 を 馴らす らしい。 こ 

い つ とき みくみ よくみ う 

の 舞踏が 一 斉に 三組 も 四 組 も はじまる 事が ある。 卯の 

かきみだ はぎ 

花を搔 乱し、 萩の 花 を 散らして 狂う。 …… かわいい の 

い つ しょ あそび 

に 目がないから、 春 も 秋 も 一所 だが、 晴の 遊戯 だ。 も 



うらやし き おおび わ 

と 逃げた。 II 飛ぶ の は 早い、 裏 邸の 大 枇杷の 樹ま 

けん またた ま 

でさし わたし 五十 間ば かり を 瞬く 間 もない。 —— (こ 

の 枇杷の 樹が、 馴染の 一 家族の 塒 なので、 前 通りの 五 

ぁリ しま ひとむれ 

本ば かりの 桜の 樹 (有 島 家) にも 一群 巣 を 食って いる 

ので あるが、 その 組 は 私の 内へ は 来ない らしい、 持 場 

が 違う と 見える) —— 時に、 女中が いけ ぞんざいに、 

とりこ ひきはず かけ ざお はす か 

取 込む 時 引 外した ままの 掛 棹が、 斜 違いに 落ちて いた。 

がらす ひとえ さき かわい まっしょうめん 

硝子 一 重す ぐ 鼻の 前に、 一 羽 可愛い のが 真正面 に、 ぼ 

かんと 留まって 残って いる。 —— どうかして、 座敷へ 

とびこ つかま てのひら 

飛込んで 戸惑いす るの を摑 える と、 掌 で 暴れる から、 

このく らい、 しみじみと 雀の 顔 を 見た 事 はない。 ふつ 



くりと も、 ほつ かりと も、 細い 毛へ 一 つず つ 日光 を 

吸 込んで、 おお、 お前さん は 飴で 出来て いるので はな 

いかい、 と 言いたい ほど、 とろん として、 目 を 眠って 

いる。 道理 こそ、 人の 目と、 その 嘴と 打撞 りそうな の 

に 驚き もしない、 と 見る うちに、 蹈 えて 留 つた 小さな 

脚が ひょいと 片脚、 幾度 も 下へ 離れて、 U リ かかる と、 

いなお わずら 

その 時 は ビクリ と 居直る。 …… 煩って 動け ないか、 

怪我 をして いない かな。 …… 

そうしゅ うずし すま 

以前、 あしかけ 四 年ば かり、 相州逗 子に 住った 時 

(三 太郎) と 名 づけて 目白 鳥が いた。 



桜 山に 生れた の を、 おとりで 捕った 人に 貰った の 

ど こ ひよ こまどり 

であった。 が、 何処の 巣に いて 覚えたろう、 鵪、 駒鳥、 

ほお じろ さえず 

あの 辺に はよ くいる 頰白、 何でも 囀る ほう ほけ 

あきら うぐいす 

きょ、 ほけ きょ、 ほけ きょ、 明かに 鶯 の 声 を 鳴いた。 

目白 鳥と して は駄鳥 かどう か は 知らないが、 私に は大 

やぶれの き いも 

の、 ご 秘蔵 —— 長屋の 破 軒 に、 水 を 飲ませて、 芋で 飼つ 

わざ 

たの だから、 笑って 故と (ご) の 字 をつ けて おく —— 

たか す かく てのひら 

またよ く 馴れて、 殿様が 鷹 を 据えた 格で、 掌 に 置い 

て、 それと 見せる と、 パッと 飛んで 虫 を 退治た。 また、 

ベ につば き こた つ 

冬の 日の わびし さに、 紅 椿 の 花 を 炬鐽へ 乗せて、 籠 を 

かぶ くちばし まっきい ろ 

開ける と、 花 を 被って、 密を 吸いつつ 嘴 を 真 黄色に 



かけぶとん おしまわ さみせん 

して、 掛 蒲団の 上 を 押 廻った。 三味線 を 弾いて 聞かせ 

ね きそ たかさえず 

ると、 音に 競って 軒で 高 囀りす る。 寂しい 日に 客が 

来て 話 をし 出す と 障子の 外で 負け まじと 鳴きし きる。 

可愛い もので。 ：•：. 可愛い につけて、 断じて 籠に は 置 

あきさめ 

くまい。 秋雨の しょ ぼしょ ぼと 降る さみしい 日、 無事 

いわとの でら かんおん 

なよう にと 願い 申して、 岩 殿 寺の 観音の 山へ 放した 時 

わずら しょうぜん 

は、 煩って いた 家内と 二人、 悄然と して、 ツイ ー 

こずえ さかさが した 

ツイ— と 梢 を 低く 坂 下りに 樹を 伝つ て 慕い寄る 声 を 

そで 

聞いて、 ほろ りと して、 一人 は 袖 を 濡らして 帰った。 

が、 —— その 目白 鳥の 事で。 …… (寒い 風 だよ、 ちょ 

いち かぜ た ごえ むら 

ぼ 一風 は、 しわり ごわり と 吹いて 来る) と 田 越 村 一番 



わかいし ゆう 

の 若衆が、 泣 声を立てる、 大根の 煮える、 富士 おろ 

し、 西北 風の 烈しい 夕暮 に、 いそがし いのと、 寒い の 

かど いきおい 

に、 向う みずに、 がたりと、 門の 戸 をし めた 勢 で、 

軒に 釣った 鳥籠 をぐ わたり、 バタンと 撥 返した。 アツ 

と 思う と、 中の 目白 鳥 は、 羽ばたき もせず、 横木 を 転 

はさま 

げて、 落葉の 挟った ように 落ちて 縮んで いる。 「し 

まった、 …… 三 太 郎が目 を まわした ご 「まあ、 大変ね ご 

たす き ほうちょう てのひら 

と櫸 がけの まま 庖丁 を、 投げ出して、 目白 鳥 を 掌 

に 取って 据えた 婦は 目に 一杯 涙 を 溜めて、 「どうし ま 

こころみ ちょうず ばち ひしゃく 

しょうご そ、 その 時 だ。 試 に 手水 鉢の 水 を 柄杓で 

切って I 卞 にして、 露に して、 目白 鳥の 嘴 を 開けて 含 



い つ とき へい びわ 

一斉に チイと 鳴 出す。 —— 塀と 枇杷の 樹の 間に 当って _ 

で 御飯 を くれろ と、 催促 をす るので ある。 

私が 即ち 取次いで、 

「催促て るよ、 催促て るよ ご 

「せわしな いのね。 …… 煩 いよ ご 

などと 言いながら、 茶碗に 装って、 婦 たち は 露地へ 

廻る。 これが このうえ 後れる と、 勇悍 なのが 一羽 押 寄 

いきおい えんがわ とびあが 

せる。 馬に 乗った 勢 で、 小 庭 を 縁側へ 飛 上って、 ちょ 

ひらき 

ん、 ちょん、 ちょん ちょん と、 雀 あるきに 扉 を 抜けて 

台所へ 入って、 お 竈 の 前 を 廻る かと 思う と、 上の 

ひきまど 

引窓へ パッと 飛ぶ。 



つゆくさ つる なじ 

露草な ど は、 枝に も蔓 にも 馴れ 馴染んで いるら しい… 

…と言うより は、 親 雀から 教えられ ている らしい。 I 

—が、 見馴れぬ ものが 少しで も あると、 可 恐がって 近 

づ かぬ。 一日で も 二日で も 遠くの 方へ 退いて いる。 

もっと わざ ごめんこうむ 

尤 も、 時には こっちから、 故と おいでの 儀 を 御免 蒙る 

ものほし ふとん 

事が ある。 物干へ 蒲団 を 干す 時で ある。 

こころち ち 

お嬢さん、 お 坊ちゃん たち、 一家 揃って、 いい 心 持 

だんらん 

になって、 ふつく りと、 蒲団に 団欒 を 試みる の だから 

たま 

堪らない。 ぼと ぼと と、 あとが、 ふんだら け。 これに 

は 弱る。 そこで 工夫 をして、 他所から 頂戴して 貯え 

ひょう びわ 

ている 豹の 皮 を 釣って 置く。 と 枇杷の 宿に いすく 



まって、 裏屋 根へ 来る のさえ、 おっかな びっくり、 (坊 

主び つくり 貂の 皮) だから 面白い。 

ひとな つえん にち つきみそう はぎ そば 

が、 一 夏 縁日で、 月見草 を 買って 来て、 萩の 傍へ 植 

えた 事が ある。 夕月に、 あの 花が 露 を 香 わせて ぱッと 

たそがれ ひととき とま え 

咲く と、 いつも この 黄昏に は、 一時 留り 餌に 騒ぐ のに、 

ひそまり 返って 一羽 だって 飛んで 来ない。 はじめは 怪 

しんだ が、 二日め 三日め に は 心 着いた。 彭気 地な し、 

からすうり ちかづき 

臆病。 烏瓜、 夕顔な ど は 分けても 知己だろう のに、 は 

じめ て 咲い た 月見草の 黄色な 花が 可 恐い らしい … … 

可哀相 だから 植 替えようかと、 言う うちに、 四日め の 

夕暮 頃から、 漸 つと 出て 来た。 问、 一 S 味 をし める と 



みの か 

が 飛ぶ ように、 雪 を 蓑に して、 吹雪 を 散らして 翔けた 

もの を 

ここで 思う。 その 児、 その 孫、 二 代 三代に 到って、 

次第お くり、 追 続ぎ に、 おなじ 血筋ながら、 いっか、 

黄色な 花、 白い 花、 雪な どに 対する、 親 雀の 申し ふく 

めが 消える ので あろうと 思う。 

たいせい むらが 

泰西の 諸国に て、 その 公園に 群 る 雀 は、 パンに 馴れ 

てのひら 

て、 人の 掌 にも 帽子に も 遊ぶ と 聞く。 

何故に、 わが 背戸の 雀 は、 見馴れない 花の 色 を さえ 

恐る るので あろう。 実に 花 なれば こそ、 些と でも 変つ 

かれ おお 、- 

た 人間の 顔に は、 渠 らは大 なる 用心 をし なければ な 



さきのこ なでしこ かぎゅう しゅら ちまた 

谷に 咲 残った 撫子に も、 火 牛の 修羅の巷 を 忘れた。 

—— 古戦場 を 忘れた のが！^ いので はない。 忘れさせた 

のが 雀な ので ある。 

モウ パッ サンが 普仏戦争 を 題材に した 一 篇の 読み だ 

パリィ も だ 

し は、 「巴 里 は 包囲され て 飢えつつ 悶えて いる。 屋根 

の 上に 雀も少 くな リ、 下水の 埃も少 くな つた ご と言う 

のではなかった か。 

雪の 時 は —— 見馴れぬ 花の、 それと は 違って、 天地 

を 包む 雪で あるから、 もし これに 恐れた となると、 雀 

のために は、 大地震 以上の 天変で ある。 東京の は 早く 

消える から 可い ものの、 五日 十日 積る のに はどうす る 



に 返って、 こうどう も、 おお 暑いで めげ て は 不可い。 

こども ひざかり とんぼ ぶ 

小児の 時 は、 日 盛に 蜻蛉 を 釣った と、 炎天に 打つ かる 

ひざかり 

気で、 そのまま 日 盛 を 散歩した。 

その 気の ついでに、 …… 何となく、 そこいら 屋敷町 

の 垣根 を 探して (ごん ごん ごま) が 見たかった ので あ 

こども い 

る。 この 名から して 小児で 可い。 —— 私 は 大好き だ。 

スズメ ノエン ドウ、 スズメ ゥリ、 スズメ ノヒェ 、姫 百合 

ひめ はぎ ひめし おん ひめぎ く ろう となえ 

姫 萩、 姫 紫苑、 姫 菊の 臈 たけた 称に 対して、 スズメ の 

名のつ く 一列の 雑草の 中に、 この ごん ごん ごま を、 私 

ろうそく ひいき 

は ひそかに 「ス ズメの 蠟燭」 と 称して、 内々 矗貭 でい 

る。 



うらぼん はかもう で 

分けて、 盂蘭盆の その 月 は、 墓詣の 田舎道、 寺 つづ 

きの 草 垣に、 線香 を 片手に、 この スズメ の 蠟燭、 ごん 

ごん ごま を 摘んだ 思 出 の 可 懐 さが ある。 

ひきょう かたかげ 

しかも そのく せ、 卑怯に も 片陰 を 拾い 拾い 小さな 

やしろ けいだい こころあたり やしき のぞ 

社の 境内 だの、 心 当の、 邸の 垣根 を視 いたが、 前 

しみず だに 

年の 生垣 も 煉瓦に かわった のが 多い。 II 清水 谷の 奥 

つ ゆ くらがり 

まで 掃除が 届く。 —— 梅雨の 頃 は、 闇黒に 月の 影が さ 

した ほど、 あっち こっちに 目に 着いた 紫陽花 も、 この 

二、 三年 こっちもう 少ぃ。 —— 荷車の あとに は 芽ぐん 

でも、 自動車の 轍の 下に は 生えまい から、 いま は 

おんば こ ま 

車 前 草 さえ 直ぐに は 見よう た つ て 間に合わない。 



っぽみ とり そ たけづつ 

荅と 一 枝、 三 筋ば かり 青 芒 を 取 添えて、 竹筒に 挿して、 

はねつるべ 

のつ しりと した 腰つ きで、 井戸から 撥 釣瓶で ざぶ リと 

くみあ みずさし そそ 

汲 上げ、 片手の 水 差に 汲んで、 桔梗に 灌 いで、 胸 はだ 

さところ とこ 

かりに 提げた 処 は、 腹まで 毛 だらけだった が、 床へ 据 

た ゆうよう 

えて、 円い 手で、 枝ぶ り を ちょっと 撓 めた 形 は、 悠揚 

てぎわ きま かけもの 

として、 そして 軽い 手際で、 きちんと 極った。 掛物も 

何も 見えぬ。 が、 唯 その 桔梗の 一輪が 紫の 星の 照らす 

すわ えん 

ように 据 つたので ある。 この 待遇の ために、 私 は、 縁 

を 座敷 へ 進まなければ ならな か つ た。 

そちゃ 

r 麁茶を 一 っ献 じましょう。 何事 も 御覧の 通りの 

わびずまい 

侘 住居で。 …… あの、 茶道具 を、 これへ なご 



「 ま ま ま ま II 

と 笑いながら。 

ときいろ ぬの ひとえ 

既にして、 朱鷺 色の 布 一重で ある。 

私 も 脱いだ。 汗 は垂々 と 落ちた。 が、 憚りながら 

ふんどし ききょう は 

襌は 白い。 一輪の 桔梗の 紫の 影に 映えて、 女 はうる 

おえる 玉の ようであった。 

その 手が 糸を曳 いて、 針 を あやつつ たので ある。 

縫える と、 帯 をし める と、 私 は 胸 を 折る ようにして 

前 のめりに 木戸 口へ 龃 出した。 挨拶 は 済ました が、 

とっさ もの きもの ひっか 

咄嗟の その 早 さに、 でつ ぷリ漢 と 女 は、 衣 を 引 掛ける 

はだか 

間 もなかったろう …… あの 裸体の まま、 井戸の 前 を、 



す あや ちょう 

青す すきに、 白く 摺れ て、 人の 姿の 怪しい 蝶に 似て、 

すっと 出た。 

お ぼっか 

その 光景 は、 地獄 か、 極楽 か、 覚束ない。 

「あなた …… 雀さん に、 よろしく ご 

と 女が 莞爾 して 言った。 

かけあが いき つ 

坂 を K 上って、 ほっと 呼吸 を 吐いた。 が、 しばらく 

茫然と して \ィ んだ。 電車の 音 は あとさきに 聞え 

ながら、 方角が 分らなかった。 直下の 炎天に 目 さえく 

らむ ばかりだった ので ある。 

時に —— 目の 下の 森につつ まれた 谷の 中から、 ーセ 

し. 4 ラ 

ィ して、 高らかに 簫 の 笛が 雲の 峯に 響いた。 



たま ま 底に 水 を 残して、 南天の 根に、 ひび もんらずに 

ちょうず ばち 

残った 手水 鉢の ふちに、 一羽、 ちょん と 伝って いて、 

顔 を 見て、 チイと 鳴いた。 

そ つ のぞ 

後に、 密と、 谷の 家を視 きに 行った。 近づく と 胸 は 

とどろ やけ はら 

轟いた。 が、 ただ 焼 原であった。 

私 は 夢 かと も 思う。 いや、 雀の 宿の 気がする。 …… 

おおおとこ くちもと 

あの 大漢 のまる 顔に、 口許の ちょぼん としたの を 思え。 

う ごふん は はだ あ * きと 

卯の 毛で 胡 粉 を 刷いた ような 女の 膚の、 どこか、 頤の 

下 あたりに、 黒い あざはなかった か、 うつむいた 

しま だ 

島 田鬅の 影の ように 

おかしな 事 は、 その 時 摘んで 来た ごん ごん ごま は、 



あきさめ 

いつ どうした か 定かに は 覚えない のに、 秋雨の 草に 生 

えて、 塀 を 伝って いたので ある。 

「どうだい、 雀 ご 

知らぬ顔して、 何にも 言わないで、 南天 燭の 葉に 日 

の 当る、 ^庭に、 雀 はち よん、 ちょん と 遊んで いる。 
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